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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は緩やかな回復基調となりましたが、中国を始めとするアジア新興

国等の経済は一部回復基調が見られるなか、先行きについては不透明感が払拭できない状況が続いております。

当社関連のコンクリート製品業界におきましては、ヒューム管の需要は前年同期を上回った一方、パイルは需要

が前年同期を下回る水準で推移しました。

このような状況の下、当社グループは最終年度となった中期経営計画『Evolution All Japan』の基本方針である

安定的利益と持続的成長を目指して、鋭意取り組んでおります。

当連結会計年度のプレキャスト製品を含む、パイル、ヒューム管等のコンクリート製品及び工事等の受注高は79

億55百万円（前年同四半期比17.1％増）、コンクリート製品、工事及び不動産収入等を含む売上高は84億49百万円

（同9.9％増）となりました。

損益につきましては、営業利益は２億82百万円（同28.4％増）、経常利益は持分法投資利益、受取配当金等によ

り、４億87百万円（同40.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億69百万円（同63.6％増）となりまし

た。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　

①コンクリート製品事業

受注高は39億42百万円（前年同四半期比1.3％増）、売上高はパイルが減少した一方で、プレキャスト製品が増

加したこと等により、48億９百万円（同18.2％増）、セグメント利益は３百万円（同94.8％減）となりました。

これは、売上原価が増加したこと等によります。

総売上高構成比は56.9％であります。

　

②工事事業

受注高は39億67百万円（前年同四半期比39.5％増）、売上高は32億37百万円（同0.5%増）、セグメント利益は

１億18百万円（同269.4％増）となりました。これは、杭打工事の利益率が改善したこと等によります。

総売上高構成比は38.3％であります。

　

③不動産開発事業

売上高は２億48百万円（前年同四半期比6.1％増）、セグメント利益は１億11百万円（同51.1％増）となりまし

た。これは、前年同期に賃貸用物件でリニューアル工事を実施したこと等によります。

総売上高構成比は2.9％であります。

　

④その他

受注高は44百万円（前年同四半期比20.4％減）、売上高は１億54百万円（同3.4％減）、セグメント利益は48百

万円（同10.2％増）となりました。これは、スポーツ施設運営事業の収益が改善されたこと等によります。

総売上高構成比は1.9％であります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ10億61百万円減少し、464億39百万円となりま

した。これは、流動資産において受取手形及び売掛金が９億21百万円減少したこと等によります。

また、負債の部は前連結会計年度末と比べ11億58百万円減少し、167億83百万円となりました。これは、流動負債

において支払手形及び買掛金が８億16百万円減少したこと等によります。

純資産の部は、前連結会計年度末と比べ96百万円増加し、296億55百万円となりました。これは、利益剰余金にお

いて親会社株主に帰属する四半期純利益が３億69百万円増加した一方、配当金の支払により４億15百万円減少した

こと、その他有価証券評価差額金が１億66百万円増加したこと等によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績見通しにつきましては、平成29年５月12日付「平成29年３月期 決算短信〔日本基準〕（連

結）」で公表した第２四半期累計期間並びに通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,892,925 8,569,245

受取手形及び売掛金 13,711,307 12,789,716

商品及び製品 2,026,699 2,064,022

原材料及び貯蔵品 476,714 432,733

その他 289,660 252,164

貸倒引当金 △14,662 △17,778

流動資産合計 25,382,645 24,090,103

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,096,622 3,060,108

土地 3,692,743 3,692,760

その他（純額） 2,198,501 2,102,372

有形固定資産合計 8,987,867 8,855,242

無形固定資産 137,543 130,469

投資その他の資産

投資有価証券 12,750,556 13,079,363

その他 472,273 513,809

貸倒引当金 △229,530 △229,535

投資その他の資産合計 12,993,299 13,363,637

固定資産合計 22,118,709 22,349,348

資産合計 47,501,354 46,439,452

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,348,157 10,531,886

短期借入金 1,212,269 1,207,079

未払法人税等 476,049 52,757

賞与引当金 185,557 ―

工事損失引当金 30,223 30,283

その他 859,127 1,065,688

流動負債合計 14,111,384 12,887,694

固定負債

役員退職慰労引当金 36,017 36,017

環境対策引当金 17,014 17,014

退職給付に係る負債 2,612,372 2,606,011

その他 1,165,780 1,237,187

固定負債合計 3,831,184 3,896,231

負債合計 17,942,569 16,783,926
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,251,400 5,251,400

資本剰余金 4,736,508 4,736,508

利益剰余金 20,272,825 20,227,289

自己株式 △1,511,453 △1,554,314

株主資本合計 28,749,280 28,660,884

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 756,093 922,263

為替換算調整勘定 220,308 223,072

退職給付に係る調整累計額 △371,835 △355,423

その他の包括利益累計額合計 604,565 789,912

非支配株主持分 204,938 204,728

純資産合計 29,558,785 29,655,525

負債純資産合計 47,501,354 46,439,452
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 7,686,692 8,449,562

売上原価 6,484,734 7,176,848

売上総利益 1,201,958 1,272,714

販売費及び一般管理費 982,368 990,651

営業利益 219,590 282,062

営業外収益

受取利息 76 136

受取配当金 46,270 51,868

持分法による投資利益 141,197 143,136

為替差益 ― 2,219

その他 47,541 33,151

営業外収益合計 235,086 230,513

営業外費用

支払利息 5,451 5,877

為替差損 96,814 ―

和解金 ― 12,000

その他 5,755 7,656

営業外費用合計 108,020 25,534

経常利益 346,656 487,040

特別利益

固定資産売却益 ― 65

受取保険金 ― 5,167

特別利益合計 ― 5,233

特別損失

固定資産除却損 0 ―

特別損失合計 0 ―

税金等調整前四半期純利益 346,656 492,274

法人税、住民税及び事業税 66,622 54,942

法人税等調整額 52,586 67,740

法人税等合計 119,208 122,683

四半期純利益 227,447 369,590

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,445 △210

親会社株主に帰属する四半期純利益 226,002 369,800
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 227,447 369,590

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △94,858 156,890

為替換算調整勘定 69,915 2,764

退職給付に係る調整額 14,080 15,548

持分法適用会社に対する持分相当額 △29,722 10,143

その他の包括利益合計 △40,585 185,347

四半期包括利益 186,862 554,937

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 185,416 555,148

非支配株主に係る四半期包括利益 1,445 △210
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,070,067 3,222,645 234,002 7,526,714 159,977 7,686,692 ― 7,686,692

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,047 ― 10,475 13,522 98 13,620 △13,620 ―

計 4,073,115 3,222,645 244,477 7,540,237 160,075 7,700,313 △13,620 7,686,692

セグメント利益 69,837 32,118 73,816 175,772 43,817 219,590 ― 219,590

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,809,343 3,237,305 248,321 8,294,971 154,591 8,449,562 ― 8,449,562

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,645 ― 10,533 14,178 ― 14,178 △14,178 ―

計 4,812,988 3,237,305 258,855 8,309,149 154,591 8,463,741 △14,178 8,449,562

セグメント利益 3,620 118,634 111,502 233,758 48,304 282,062 ― 282,062

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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